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代表あいさつ

私たちスワオメッキ有限会社は、1987年の創業以来、「化学の力」と「匠の技術」を融合させ、

お客様の大切な製品に新たな価値を提供する表面処理会社として歩んでまいりました。

新品だけでなく修理品にも対応し、多種多様な製品と向き合う中で培ってきた技術やノウハウは、

当社の大きな財産です。

しかし、人手不足や技術者の高齢化が進む中、この貴重な技術を次世代へ確実に継承していくことが、

私たちの重要な使命だと考えています。そのため当社では、作業管理システムと品質管理システムの

構築をDXの最重要テーマと位置付けています。

作業工程や品質データ、修理履歴などを見える化・共有することで、属人化を防ぎ、

生産性と品質の向上、そして若い世代への技術伝承を実現してまいります。

私が大切にしている言葉は「温故知新」です。先人が築き上げた確かな技術を大切にしながら、

新しいデジタル技術を積極的に取り入れ、新たな価値を創造していきます。

また、修理・再生技術を磨き続けることは、お客様の大切な製品を長く使い続けていただくことに

つながり、リユースの推進を通じてSDGsにも貢献できると考えています。

これからも「世の中を明るく輝かせ続ける企業」の理念のもと、人が育ち、技術が受け継がれ、

日本の伝統文化を守れる、100年先も必要とされる企業を目指し、DXによる経営改革を進めてまいります。

代表取締役社長

鈴木 康仁
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経営理念

DXビジョン

先代経営者を始めとしたベテラン職人の「カンとコツ」による作業ノウハウを「温故」として、

できる限り見える化し、日常のデータ測定をベースとした「知新」となるデジタル管理を追求する。

それにより、当社と顧客双方にとって「もったいないムダ」を削減するとともに、社員が自律的に判断できる

新たな技術者となることを目指す。

作業工程・品質管理のDXを推進することにより、未来を担う人材の育成と顧客からの信頼性向上を果たし、

企業の進化と持続可能性を高めていく。
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強み Strengths 弱み Weaknesses

・ねじ1本から畳一畳分までの大きさに対応するメッキ槽

・多様な素材に対応

・豊富なメッキ治具を保有し、初期コストが不要

・研磨工程を持ち、修理対応が可能

・抗菌メッキの知見を持つ

・地域企業と連携した部品製作が可能（FACTARIUM）

・カンと経験による作業が多く、工程の可視化が遅れている

・測定基準がないため、過剰品質になりやすい

・これまでは投資意欲が低く、設備が古い

・社員の自律性（自分で考えて行動する能力）が弱い

機会 Opportunities 脅威 Threats

・数値化された品質管理の需要が増大

・メッキ業は環境面から新規創業が極めて難しく、後継者難もあって

国内では30年間で２／３が廃業

・文化財修復を担ってきた各地域の業者が減少

・メッキに関する分析需要が増加傾向

・燕の地場産業である洋食器・ハウスウェア業界の低迷により、地元の需要

が減少

・エネルギーコストの増大

DX推進の背景

事業環境の変化や将来のリスク・脅威に対応するため、デジタルを適切に活用し、

自社の強みをさらに伸ばすことで、持続的な成長と企業価値の向上を目指します。
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ビジネスモデルの方向性

作業データ整備による品質の安定

● 作業記録が整備され、活用できるデータにすることに

より、品質の安定と手直しのロスを削減する

● 作業基準が無いことによる「安全側に振る」過剰品質を

削減する

見積スピードアップと信頼性向上

● 作業データの整備および過去の見積データの整備により、

見積業務を半自動で算出する

● 見積の信頼度を向上させ、顧客の信頼を確立する

データ活用による経営意思決定高度化

● 受注金額と原価データの見える化により、

自社の強みとなる高付加価値案件を見出す

未来人材の育成・獲得

● 職人技による「化匠」とDXのコンビネーションによる新し

い時代の製造業の姿を追求し、未来世代の獲得・育成を図る

● 業務の見える化を進めることで外部人材を活用できる体制を

つくる

現場で蓄積される作業データとデジタル技術を活用し、品質・生産性を向上させることで、

顧客価値を高め、持続的に成長するビジネスモデルを実現します。
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DX戦略の概要

1．作業工程管理システムの構築

● これまでの作業者の口頭による異常報告や

気づいた点を情報共有ツールの活用をはじ

めとした工程管理システムの構築を目指す

2．品質管理システムの構築

● これまでベテラン作業者の経験とカンに

頼ってきた、液温、室温等のデータを

恒常的に測定する仕組みを整え、作業条件を

数値化し、品質管理システムを構築する

3．見積作業の半自動化

● 作業データの整備および過去の

見積データの整備により、見積業務を

半自動で算出する

本DX戦略書は、2026年7月9日開催の取締役会において承認されたものです。

現場データの蓄積・活用を基盤とし、工程管理・品質管理・見積業務の高度化を実現するため、

重点的に3つのDX施策を推進します。
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DX推進体制

01 DX推進責任者
代表取締役社長

✓ 会社全体のDX推進を統括し、最終意思決定を行う

✓ DX推進の進捗を責任者とリーダーを中心に定期的に

確認し、必要に応じて軌道修正を指示する

（月例DX推進会議）

✓  セキュリティ状況をモニタリングし、

適切な状態に管理する

✓  自社で利用可能な新しいデジタルツールの

情報を収集し、導入を企画する

02 DX推進リーダー

✓  現場からの意見を集約し、DX推進の具体策を

企画し、DX推進責任者へ提言する

✓  デジタルツールの活用方法をメンバーに指導する

✓  現場での課題を解決するために、業務における

不具合情報を可視化し、改善策を相談する

DX推進責任者のリーダーシップのもと、DX推進リーダーと現場が連携し、

全社一体となって継続的にDXを推進します。
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人材育成・確保

01 OJT・社内研修

✓ DX推進ビジョンによる目指す姿を朝礼を通じて

社内に定着させる

✓ 作業管理・品質管理に関わるデータの収集方法や

活用に関するトレーニングや研修を行う

02 外部研修

✓ デジタルツールの活用方法に関する外部研修を

受講させる

03 人事評価

✓ 定例の人事評価において、作業効率や作業の信頼性とともに、

デジタルツールを活用し、仕組みの構築に寄与して

もらうことを評価基準に加えることを、

あらかじめ社員全員に周知する

04 外部サポーター

✓ 各種測定や基準設定の仕組みを（株）燕屋と

連携して策定する

05 インターンシップ（大学生）

✓ （公社）つばめいとを活用した短期〜長期インターンシップ受け入れにより、

新たな視点の獲得やAI等最新技術の導入アイデアを獲得する

DXビジョンを実現するため、社内教育・外部研修・人事評価・外部連携を通じて、

デジタル技術を活用できる人材の育成・確保を推進します。
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IT環境の整備

01 作業工程管理システム （生産管理システム「ズメーン」への統合の4ステップ）

作業における異常や気づきの情報（作業現場のコミュニケーション）

  0.（現状）口頭からメモ（紙）へ

↓

 1.（近年）作業者がインカムを装着し、上長へ報告

インカム音声を自動で入力する仕組みを整える

02 品質管理システム

✓  ハルセル試験（ミニチュア試験）時の液温、室温、pH値、電流、時間をデータとして

整理する

✓  日常的にデータを測定する仕組みを構築する

⇒  品質管理システムとして構築する

03 セキュリティ

✓  社内ネットワークの安定と安全運用を管理する。

✓ メールやインターネットを介した脅威に対して、社内教育、注意喚起を定期的に行い、

従業員一人ひとりのセキュリティ意識を高める

2. 「LINEワークス」（導入済み）への情報投入へ統一していく

3. 注文書、見積書、図面管理を行う「ズメーン」に作業データを入力していく仕組みを整え、

基幹システムとして運用する

4. 現場にモニターを設置し、必要な情報を映し出す

作業工程管理システム・品質管理システム・セキュリティ対策を整備し、

現場のデータ活用と安定したIT環境の構築を推進します。
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成果指標

01 属人化の解消

✓ 判断基準を明確にすることで、作業者が自律的に判断できる機会を増やす

（指標） 一日当たりの社内相談件数の削減

03 一人当たり労働生産性（粗利）向上

✓ 一人当たり労働生産性（粗利額）を毎年２％向上させる

02 不良・手戻りの削減

✓  作業時の「手直し」を

①再メッキ →イエローカード

②不良（廃棄）→レッドカード

とし、週ごとに枚数を確認する

04 見積所要時間の削減

✓  社長の見積所要時間（日数）を10％削減

DX戦略の成果を定量的な指標で継続的に評価し、

進捗を確認しながら改善活動につなげます。
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Thank you.

スワオメッキ 有限会社 | DX戦略書
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